
日本動物心理学会＋千葉大学「人間理解のための認知適応科学の創成」プロジェクト共催 

 

ワークショップ「認知の適応とは何か？」 

 

 適応は，環境の不確実性に柔軟に対処する，動物の生存にとって必須の能力です。自然界の適応の方略には様々な

形態があります。たとえば，霊長類に見られる母指対向性などはその例でしょう。しかし，このようなハードウェア

に組み込まれた適応システムが，短期的な環境の大きな変化に対応するのは簡単ではありません。ヒトを含む，高度

に発達した動物の適応方略の特徴は，ソフトウェアである認知システムにこそあるでしょう。認知システムの適応様

式，機能，機序を解明することで，動物種としてのヒト自身を理解することにとどまらず，ヒトがヒトを取り巻く環

境下で快適に生きていくための指針を見出すことが期待できます。 

 認知の進化は，まさに認知の適応過程ですが，非常に長い時間（多くの世代交代）が必要です。今回のワークショ

ップでは，より短期的な認知の適応過程に着目し，認知システムはどのように環境に適応しているのか，またどのよ

うな点で適応的であると言えるのか，適応を可能にしているサブメカニズムはどのようなものか，４人の話題提供者

が様々な側面から問題提起しつつ，参加者全員で考えていきたいと思います。 

（本ワークショップは，千葉大学「教育研究高度化のための支援体制整備事業」と日本動物心理学会の支援を受けて

います。） 

 

日時：2010 年 7 月 31 日（土） 

場所：国立情報学研究所（http://www.nii.ac.jp/access/）20 階 実習室 1 & 2 

 

※当日参加もできますが，建物のセキュリティ上，参加をご予定されている方は，7 月 29 日（木）までに 

牛谷（ushitani@L.chiba-u.ac.jp）にご所属とお名前をお知らせください。 

 

スケジュール： 

13:00- 13:10 イントロ（牛谷 智一） 

13:10- 14:10 藤井 直敬（理研 BSI）「霊長類を用いた社会的脳機能解明の試み」 

14:10- 15:10 長坂 泰勇（理研 BSI）「ニホンザルにおける自－他同調運動」 

15:10- 15:20 休憩 

15:20- 16:20 一川 誠（千葉大・文）「奥行知覚の可塑性と行動適応：反転眼鏡の長期装着による検討」 

16:20- 17:20 牛谷 智一（千葉大・文）「空間探索における適応的な方略」 

 

 

講演概要（講演順）： 

藤井 直敬「霊長類を用いた社会的脳機能解明の試み」 

 霊長類の社会的脳機能を明らかにするため，動物の行動制限を可能な限り排し，出来る限りの生体情報を同

時記録する多次元生体情報記録手法を開発した。その手法を用い，抑制行動を中心とした社会的適応機能の解

明を試みた。 

長坂 泰勇「ニホンザルにおける自－他同調運動」 

 われわれヒトの行動には無意識的な行動が散見され，そのなかのいくつかは社会適応に有効であることが示

されている。このような行動がヒト以外の動物にも観察されるのか，ニホンザルを対象として検討した。 

一川 誠「奥行知覚の可塑性と行動適応：反転眼鏡の長期装着による検討」 

 鏡やレンズなどを用いて光学的に奥行手がかり間に不一致を導入することができる。たとえば，両眼視差手

がかりの方向や量を光学的に変換したまま観察を持続すると，両眼視差の処理過程および奥行情報統合の過程

に様々な変化が生じる。それぞれの過程における変化の順応的側面について解説するとともに，それらが行動

適応において持つ意味について考察する。 

牛谷 智一「空間探索における適応的な方略」 

 タッチパネルを用いた空間探索課題において，ハトがどのように手がかりを利用するか調べたところ，ハト

は複数の視覚手がかりを同時に学習し，状況に応じて使い分けることがわかった。空間探索における適応的な

方略とはどのようなものか考察する。 


